
平
野
秀
吉
の
偉
業
と
会
津
八
一
に
つ
い
て

横

善

衛

田

で
あ
る
胸
像
に
つ
い
て

上
越
教
育
大
学
附
属
小
学
校
の
敷
地
内
に
、
胸
像
が
建
っ
て
い
る
(
図
1
、
2
、

3
、
4
)
。
注
意
し
て
い
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま
い
、
ま
た
、
目
に
留
ま
っ
た
と
し

て
も
、
胸
像
の
主
が
ど
ん
な
人
物
で
、
、
ど
う
し
て
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
た
の
か
知

る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
上
越
教
育
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

ひ
ら
の

こ
の
胸
像
の
主
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
を
進
め
る
と
、
胸
像
の
主
は
平
野

ひ
で
き
ち

秀
吉
と
い
い
、
巻
町
(
現
、
新
潟
市
西
蒲
区
)
出
身
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

私
も
近
隣
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
親
近
感
を
覚
え
、
調
査
に
熱
が
入
っ
た
。

胸
像
の
碑
文
(
裏
書
き
)
は
、
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
(
図
5
)
。
平
野

秀
吉
は
明
治
六
年
六
月
五
日
に
生
ま
れ
、
十
八
才
で
小
学
校
長
に
就
任
。
明
治

三
十
四
年
の
春
、
高
田
師
範
学
校
に
赴
任
し
、
以
後
三
十
数
年
勤
務
。
学
生
に
道

を
説
い
た
偉
大
な
教
育
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ひ
ら
の
ひ
で
き
ち

恩
師
従
六
位
勲
六
等
平
野
秀
吉
先
生
ハ
明
治
六
年
六
月
五
日
本
勝
巻
町
ニ
生

ル
先
生
資
性
頴
悟
年
十
八
ニ
シ
テ
小
事
校
長
ト
ナ
リ
二
十
二
ニ
シ
テ
中
事
校

に
ん

教
諭
ト
ナ
ル
明
治
三
十
四
年
任
ヲ
我
ガ
母
校
ニ
受
ケ
テ
ヨ
リ
今
春
職
ヲ
退
ク
ニ

つ

ら

ぬ

く

そ

至
ル
マ
デ
勤
績
貫
ニ
三
十
有
四
年
其
ノ
間
中
等
皐
校
長
高
等
皐
校
教
諭
等
ニ

ぎ

っ

そ

擬
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
数
次
皆
固
辞
シ
テ
就
カ
ズ
名
利
ヲ
外
ニ
シ
テ
一
ニ
其
ノ
道
ヲ

楽
シ
ム
先
生
篤
事
力
行
教
ヘ
テ
倦
マ
ズ
論
シ
テ
諭
ラ
ズ
門
弟
三
千
風
ヲ
慕
ヒ
徳

あ

い

ご

う

そ

ま

こ

と

L

ニ
服
シ
相
曾
ス
レ
パ
談
必
ズ
其
ノ
事
ニ
及
ブ
淘
ニ
一
世
ノ
儀
表
ト
謂
フ
ベ
シ
乃

あ

お

な

ん

じ

に

い

チ
滋
ニ
像
ヲ
建
テ
テ
永
ク
之
ヲ
仰
ク
ト
爾
云
ブ

昭
和
九
年
十
月
十
七
日
建
設

昭
和
二
十
六
年
三
月
再
建

高
田
師
範
皐
校
同
窓
会

本
稿
は
平
野
秀
吉
と
高
田
師
範
学
校
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
高
田
師
範

学
校
、
新
潟
大
学
高
田
分
校
、
上
越
教
育
大
学
へ
と
続
く
、
教
員
養
成
学
校
の
理

念
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
示
す
が
、
平
野
秀
吉
と

会
津
八
一
の
意
外
な
接
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

図1.左が附属小学校の校舎図4.平野秀吉(胸像)

図2.中央が校舎

図3.図2を左に旋回
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図5.胸像(裏)碑文

図1---5は、

平成24年11月23日(金)
横田撮影。



二
、
平
野
秀
吉
と
高
田
師
範
学
校

平
野
秀
吉
の
人
物
像
と
顕
彰
碑
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
に
示
す
1
0

ち
な

み
に
、
高
田
師
範
学
校
の
跡
地
は
、
現
在
、
上
越
教
育
大
学
附
属
小
学
校
と
上
越

教
育
大
学
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「
平
野
秀
吉
と
い
う
人
」

母
校
の
教
育
、
公
孫
会
の
発
展
史
を
語
る
時
、
必
ず
平
野
秀
吉
の
名
が
あ
げ
ら

れ
る
。
平
野
は
よ
き
教
育
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
公
孫
会
の
よ
き
育
成
者
で
あ
っ

た
。
(
略
)
。

「
師
父
と
仰
が
れ
て
」

高
田
師
範
学
校
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
多
く
の
生
徒
は
、
「
師
範
学
校
に
は
、

平
野
と
い
う
先
生
が
い
て
と
て
も
厳
格
だ
ぞ
。
し
か
し
、
よ
く
面
倒
も
み
て
く
れ

る
。
」
と
先
輩
た
ち
か
ら
聞
か
さ
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
と
い
う
。
平
野
は
、
頭
の

大
き
い
わ
り
に
少
し
ほ
お
が
こ
け
、
口
を
お
お
っ
た
髭
も
や
や
下
が
り
気
味
で
、

顔
を
ち
ょ
っ
と
上
向
き
に
し
て
眼
鏡
ご
し
に
人
を
見
る
l
そ
れ
が
ま
た
、
一
種
の

威
圧
感
を
漂
わ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
人
だ
っ
た
。

教
室
ヘ
入
っ
て
く
る
と
ひ
と
言
も
む
だ
な
話
を
せ
ず
、
す
ぐ
授
業
を
始
め
る
。

淡
々
と
し
た
口
調
で
、
講
義
は
一
糸
の
乱
れ
も
な
い
。
生
徒
た
ち
は
い
つ
の
間
に

か
そ
の
ペ

l
ス
に
引
き
込
ま
れ
勉
強
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
い
つ
し
か
予
習
を
し
て

く
る
よ
う
な
心
境
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
方
、
舎
監
と
し
て
も
、
校
則
に
す
こ
ぶ
る
厳
し
く
校
風
の
違
背
に
は
容
赦
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
時
的
な
感
情
や
恋
意
に
流
れ
た
言
動
は
全
く
な
く
、
し

か
も
、
ね
ん
ご
ろ
に
戒
め
る
言
葉
に
は
、
平
野
の
誠
意
が
十
分
く
み
と
ら
れ
生
徒

記
念
誌
編
集
部
『
公
孫
樹
下
の
八
十
年
』
公
孫
会
い
∞
∞

NW3・5
H

l

H

窓
(
著
者
罫
線
引
)
。

も
い
つ
し
か
頭
を
深
く
た
れ
、
聞
き
入
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
厳
し

い
平
野
だ
っ
た
が
、
生
徒
の
面
倒
み
は
良
く
保
証
人
か
ら
問
題
生
徒
の
世
話
、
卒

業
後
の
新
任
校
へ
の
配
慮
等
、
実
に
き
め
細
か
い
も
の
だ
っ
た
。

平
野
は
教
諭
と
し
て
、
ま
た
舎
監
と
し
て
師
範
教
育
に
専
念
し
た
が
教
員
養
成

の
仕
事
を
無
情
の
喜
び
と
し
て
い
た
。
高
田
師
範
在
職
中
に
も
旧
制
の
中
学
校
長

に
、
高
等
学
校
教
授
に
、
あ
る
い
は
東
京
帝
大
の
上
田
高
年
博
士
の
助
手
に
と
、

し
ば
し
ば
栄
転
の
招
き
を
受
け
た
が
、
平
野
は
教
師
養
成
に
生
命
を
か
け
て
い
る

こ
と
、
こ
の
高
田
の
土
地
を
愛
す
る
こ
と
等
を
理
由
に
高
田
の
地
を
動
こ
う
と
し

な
か
っ
た
。
大
正
十
年
八
月
退
任
、
長
年
に
わ
た
る
功
労
に
よ
り
、
従
六
位
勲
六

等
瑞
宝
章
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
授
業
嘱
託
と
し
て
昭
和
九
年
三
月

ま
で
、
通
算
三
十
三
年
間
、
こ
こ
高
田
師
範
学
校
に
勤
務
し
、
動
向
の
歴
史
を
築

い
て
き
た
。

「
顕
彰
碑
の
建
立
」

昭
和
九
年
春
、
平
野
が
授
業
嘱
託
の
職
を
退
い
た
と
き
、
高
田
師
範
学
校
の
同

窓
生

3
、
0
0
0
の
教
え
子
た
ち
か
ら
期
せ
ず
し
て
、
そ
の
胸
像
建
立
の
話
が
わ

き
あ
が
っ
た
。
平
野
は
、
か
た
く
辞
退
し
た
が
、
再
三
の
す
す
め
で
「
こ
れ
は
情

に
厚
く
恩
義
を
重
ん
ず
る
子
弟
の
記
念
像
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
る
も
の
の
光
で
な

く
、
与
え
る
者
の
尊
い
心
の
輝
き
で
あ
る
」
と
納
得
し
、
快
く
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。

(
略
)
。
胸
像
制
作
者
に
は
、
池
亀
輝
治
、
撰
文
の
立
稿
に
東
京
文
理
大
の
丸
山
林

平
、
台
石
工
事
は
真
野
叱
石
に
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
し
た
。
九
月
二
日
地
鎮
祭
、
十
月

十
四
日
修
級
式
を
挙
行
、
十
月
十
七
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
(
略
)
。

建
立
さ
れ
た
胸
像
は
、
戦
時
中
供
出
さ
れ
た
が
、
高
田
師
範
学
校
五
十
二
年
に

わ
た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
最
後
の
卒
業
式
と
な
っ
た
昭
和
廿
六
年
三
月
、
新
潟

大
学
教
授
戸
張
幸
男
の
子
に
な
る
胸
像
が
多
く
の
教
え
子
た
ち
の
子
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
感
動
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
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三
、
平
野
秀
吉
と
会
津
八
一

平
野
秀
吉
の
死
後
、
出
版
さ
れ
た
「
良
寛
と
万
葉
集
」
(
東
京
・
文
理
書
院
)

に
つ
い
て
、
会
津
八
一
が
推
薦
文
を
記
し
て
い
る
。
会
津
八
一
の
平
野
秀
吉
に
対

す
る
評
価
が
う
か
が
え
る
文
章
で
あ
る
2

。

著
者
平
野
先
生
の
教
え
子
に
、
故
会
津
八
一
氏
が
お
ら
れ
た
。
会
津
氏
は
、
旧

版
が
出
版
さ
れ
た
、
昭
和
廿
二
年
の
十
一
月
廿
一
日
「
夕
刊
ニ
イ
ガ
タ
」
に
次
の

推
薦
文
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
。

『
わ
れ
ら
の
良
寛
さ
ま
が
、
万
葉
調
の
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
知

れ
わ
た
っ
て
い
る
が
、

5
、
0
0
0
首
に
近
い
万
葉
集
の
中
で
、
ど
ん
な
歌
が
一

番
お
好
き
で
あ
っ
た
か
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
見
の
が
し
が
た
い
問
題
、
だ
。

佐
々
木
信
綱
君
の
「
万
葉
清
話
」
と
い
う
本
の
中
に
、
良
寛
さ
ま
が
万
葉
集
か

ら
1
9
0
首
を
選
ん
で
「
秋
の
野
」
と
名
づ
け
て
手
ず
か
ら
書
き
の
こ
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
が
、
平
野
さ
ん
は
若
い
頃
、
同
じ
本
の
い
く
ら
か

出
入
り
の
あ
る
写
本
を
見
つ
け
て
筆
写
し
て
お
か
れ
た
3

と
い
う
口
そ
れ
を
、
「
万

平
野
秀
吉
『
良
寛
と
万
葉
集
』
文
理
書
院
い
ま
∞
(
N
話
)
己
匂
-
H
l
p
N
三
い
吋
吋
(
著
者
罫
線
引
)
。

「
十
四
才
の
春
、
秀
吉
は
初
め
て
親
元
を
離
れ
、
同
郡
国
上
村
(
現
分
水
町
)
国
上
小

学
校
に
、
や
は
り
授
業
生
と
し
て
赴
任
し
た
。
(
略
)
。
秀
吉
は
校
長
の
世
話
で
、
学
校
と

道
一
す
じ
隔
て
た
涌
井
唯
一
と
呼
ぶ
大
庄
屋
の
二
階
の
一
隅
を
宿
と
し
た
。
こ
の
涌
井
家

は
、
良
寛
も
し
ば
し
ば
立
ち
寄
っ
た
家
で
、
(
略
)
。
家
に
あ
っ
て
は
、
二
間
続
き
の
細
長

い
部
屋
の
、
一
方
の
壁
側
に
積
ん
で
あ
っ
た
涌
井
家
の
書
籍
を
、
手
当
た
り
次
第
、
勝
手

に
引
き
出
し
て
読
ん
だ
ら
し
い
。
あ
る
日
、
そ
の
積
本
の
下
か
ら
紙
二
、
三

O
枚
の
写
本
が

見
つ
か
り
、
秀
吉
は
こ
れ
を
ひ
ま
に
ま
か
せ
て
書
き
写
し
た
。
(
略
)
。
そ
れ
か
ら
五
十
七

年
後
、
偶
然
、
良
寛
が
万
葉
集
中
よ
り
選
歌
し
た
「
秋
の
野
」
が
、
こ
の
と
き
の
本
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
晩
年
の
名
著
「
良
寛
と
万
葉
集
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
(
略
)
。
」
〔
小

泉
孝
『
巻
町
双
書
第
げ
集
平
野
秀
吉
』
巻
町
役
場
い
ミ
Y
B
N
I
ω
。
〕

葉
清
話
」
に
出
て
い
る
の
と
比
べ
合
わ
せ
な
が
ら
、
親
切
な
註
釈
を
つ
け
ら
れ
た

も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

短
歌
入
門
と
い
う
小
書
き
が
し
て
あ
る
の
で
、
著
者
の
用
意
が
う
か
が
わ
れ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
越
後
人
が
良
寛
さ
ま
と
万
葉
集
と
を
一
度
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
で
あ
り
が
た
い
本
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
野
さ
ん
は
明
治
廿
八
年
に
私
が
ま
だ
十
五
歳
で
中
学
一
年
生
の
時
に
作
文
を

教
え
て
く
れ
ら
れ
た
先
生
で
そ
の
こ
ろ
は
、
先
生
も
随
分
若
い
先
生
で
あ
っ
た
が
、

若
い
頃
か
ら
非
常
な
勉
強
家
で
、
ま
た
親
切
な
教
師
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
年

七
十
五
才
で
高
田
で
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
一
生
を
郷
土
の
先
生
で
暮
ら
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
平
野
さ
ん
は
御
自
分
で
も
若
い
頃
か
ら
万
葉
集
が
好
き
で
、
年

来
研
究
を
積
ま
れ
て
、
「
万
葉
集
全
釈
」
と
い
う
大
き
な
遺
著
が
あ
る
と
い
う
ほ

ど
で
あ
る
か
ら
、
今
時
の
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
と
ち
が
っ
て
、
力
に
ゆ
と
り
が
あ
っ

て
、
説
明
も
行
き
届
い
た
も
の
で
あ
り
、
良
寛
な
り
、
万
葉
な
り
を
越
後
人
に
の

み
こ
ま
せ
る
に
は
、
う
っ
て
つ
け
の
適
任
者
で
あ
っ
た
。
』

会
津
八
一
の
こ
の
一
文
は
、
著
者
平
野
秀
吉
先
生
の
一
面
を
よ
く
と
ら
え
、
本

書
の
性
格
を
も
適
切
に
評
価
し
て
い
る
。
(
略
)
。
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ま
た
、
平
野
秀
吉
が
早
く
か
ら
万
葉
集
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
文
章
を
次
に
示
す
4

。

万
葉
集
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
学
校
を
卒

業
し
、
国
上
村
の
教
員
に
な
っ
た
十
四
才
の
こ
ろ
、
下
宿
の
蔵
書
で
み
つ
け
た
万

小
泉
孝
『
巻
町
双
書
第
十
七
集

線
引
)
。

平
野
秀
吉
」
巻
町
役
場
い
ミ

Y
3・
怠
ー
ミ
(
著
者
罫



葉
集
歌
抄
を
筆
写
し
、
十
九
才
頃
に
は
、
万
葉
集
寛
永
版
本
の
原
文
を
写
し
、
研

究
を
始
め
て
い
る
。
廿
一
才
の
頃
の
随
想
録
「
松
風
」
に
は
、
万
葉
と
新
古
今
の

歌
を
比
較
批
評
し
て
、
万
葉
集
に
思
い
を
よ
せ
て
い
る
。

明
治
三
十
一
年
か
れ
が
廿
五
才
の
時
、
江
戸
時
代
末
期
の
歌
人
鹿
持
雅
澄
の
「
万

葉
集
古
義
」
を
得
て
、
こ
の
著
書
の
絶
大
な
精
力
と
、
広
く
深
い
学
識
に
敬
服
し

た
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
意
に
満
た
な
い
も
の
が
あ
り
、
自
力
で
全
釈
を
し
よ
う

と
決
意
し
、
文
献
の
収
集
を
始
め
た
。
(
略
)
。

こ
の
会
津
八
一
の
推
薦
文
と
、
前
述
の
文
章
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
す

る
と
、
平
野
秀
吉
が
廿
三
才
の
時
、
会
津
八
一
は
十
五
才
(
中
学
校
一
年
級
)
(
表
)
。

ま
た
、
前
述
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
平
野
は
既
に
十
四
才
で
万
葉
集
と
出

会
い
、
十
九
才
で
万
葉
集
寛
永
版
本
の
原
文
を
写
し
、
廿
一
才
の
随
想
録
「
松
風
」

で
万
葉
集
に
思
い
を
よ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
一
年
、
平
野
が
新
潟
県

立
新
潟
中
学
校
助
教
諭
と
な
っ
て
三
年
目
(
授
業
嘱
託
か
ら
数
え
て
四
年
目
)
、

八
一
が
新
潟
中
学
校
四
年
級
の
と
き
、
鹿
持
雅
澄
の
「
万
葉
集
古
義
」
を
得
て
、

解
読
し
全
釈
を
決
意
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
野
秀
吉
が
新
潟
中
学
校
で

教
鞭
を
執
っ
て
い
た
頃
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
相
当
な
見
識
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
会
津
八
一
の
「
『
鹿
嶋
集
』
後
記
」
に
、
次
の
記
載
が
あ
る
の
で
紹
介

す
る
5
0

会
津
八
一
「
『
鹿
嶋
集
』
後
記
」
、
会
津
八
一

公
論
社
い
也
∞
「
忘
・
M
g
I
N
ミ
(
著
者
罫
線
引
)
。

『
会
津
八
一
全
集

第
十
一
巻
』
中
央

予
の
郷
里
は
越
後
の
新
潟
な
り
。
父
母
は
久
し
く
、
叔
父
が
継
ぎ
た
る
本
家
に

同
居
し
、
我
等
兄
弟
は
其
所
に
て
生
れ
、
ま
た
人
と
な
れ
り
。
し
か
る
に
叔
父
は

し
ょ
旨
つ

幼
時
よ
り
秀
才
を
も
っ
て
、
稽
せ
ら
れ
し
人
に
て
、
田
舎
に
は
め
ず
ら
し
き
、
ば
か

り
に
、
一
応
和
漢
洋
の
学
に
通
じ
、
読
解
力
も
あ
り
、
筆
跡
も
唐
様
に
て
美
し
か

ね

ぎ

り
き
。
そ
の
頃
新
潟
の
鎮
守
な
る
白
山
神
社
の
禰
宜
の
日
野
資
徳
と
い
う
人
あ
り
。

叔
父
は
こ
の
人
に
就
き
て
和
歌
を
学
び
、
こ
の
社
中
の
高
足
な
り
し
か
ば
、
予
は

っ
か

小
学
校
へ
の
途
中
に
、
し
ば
し
ば
詠
草
を
携
え
て
其
門
に
遣
わ
さ
れ
し
こ
と
あ
り
。

そ
も
そ
も
予
が
中
学
に
入
り
し
頃
よ
り
、
何
か
と
い
う
と
懇
に
文
学
の
方
向
に
導

き
く
れ
し
は
こ
の
叔
父
な
れ
ば
、
今
こ
こ
に
至
り
て
も
深
く
心
に
銘
記
し
て
感
謝

し
居
れ
ど
、
当
時
叔
父
が
熱
心
に
凝
り
居
た
る
、
そ
の
桂
園
風
の
和
歌
に
は
、
子

供
心
な
が
ら
少
し
も
興
味
を
覚
え
ざ
り
き
。

し
か
る
に
明
治
三
十
二
年
四
月
、
中
学
五
年
級
に
進
み
、
国
語
教
科
書
と
し
て

課
せ
ら
れ
た
る
三
上
、
高
津
の
『
日
本
文
事
小
史
』
の
中
に
、
作
例
と
し
て
挙
げ

た
る
記
紀
高
葉
の
古
歌
を
読
む
に
及
び
、
不
思
議
と
も
云
ひ
つ
べ
き
ほ
ど
強
き
感

動
を
覚
え
来
り
し
か
ば
、
先
ず
当
時
は
大
阪
積
善
館
の
刊
行
に
て
専
ら
世
に
行
は

れ
居
た
り
し
『
略
解
』
6

を
求
め
、
遂
に
は
其
頃
こ
の
地
方
に
て
は
高
等
女
学
校

の
図
書
室
な
ら
で
は
蔵
す
る
も
の
無
か
り
し
『
古
義
』
7

を
わ
ざ
わ
ざ
人
を
介
し
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て
折
々
借
り
出
し
来
た
り
、
日
夜
に
読
耽
り
て
、
忽
ち
俄
か
作
り
の
高
葉
学
者
と

な
り
、
毎
週
教
場
に
て
、
国
語
の
教
師
に
向
ひ
て
、
質
問
戦
の
先
鋒
を
つ
と
む
る

を
柳
か
得
意
と
な
り
し
居
た
り
。
こ
れ
よ
り
さ
き
我
等
は
郷
党
の
高
僧
と
し
て
、

ま
た
奇
人
と
し
て
、
良
寛
禅
師
の
逸
話
に
耳
慣
れ
居
た
り
し
が
、
禅
師
の
歌
と
し
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『
略
解
』
は
「
古
門
葉
集
略
解
」
。
こ
れ
は
文
化
九
年
に
橘
千
陰
が
刊
行
し
た
高
葉
集
の

解
説
本
。

7

『
古
義
』
は
「
寓
葉
集
古
義
」
。
こ
れ
は
明
治
十
二

1
十
六
年
に
鹿
持
雅
澄
が
宮
内
省

か
ら
刊
行
し
た
寓
葉
集
の
解
説
本
。



て
聞
き
し
も
の
は
、
み
な
云
ひ
知
れ
ず
懐
か
し
き
響
き
あ
り
て
、
我
等
が
幼
時
教

へ
こ
ま
れ
し
小
倉
百
人
一
首
の
類
と
は
、
い
た
く
調
子
の
異
れ
る
も
の
あ
る
を
、
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か
ね
て
怪
み
居
た
り
し
に
、
こ
れ
ぞ
『
寓
葉
集
』
の
調
子
な
り
け
る
よ
と
、
初
め

て
悟
り
し
こ
と
も
深
き
歓
の
一
つ
な
り
き
。

し
か
る
に
此
の
年
の
早
春
よ
り
予
は
た
ま
た
ま
俳
句
を
始
め
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

『
日
本
』
な
ど
を
愛
読
し
つ
つ
句
作
に
熱
中
し
居
た
り
け
れ
ば
、
同
じ
く
『
高
葉

集
』
を
宗
と
す
る
正
岡
子
規
等
の
作
歌
に
接
す
る
機
会
も
し
ば
し
ば
な
る
に
つ
い

た
ち
ま

れ
て
、
忽
ち
其
主
張
風
流
に
傾
倒
し
、
俳
句
の
か
た
わ
ら
歌
を
も
作
り
始
め
た
り
。

も
と
よ
り
素
養
も
無
き
少
年
の
、
一
口
に
歌
を
作
る
と
い
ひ
て
も
、
な
か
な
か
容

易
の
こ
と
に
あ
ら
ず
。
(
略
)
。
し
か
る
に
こ
の
頃
一
二
年
下
級
な
る
友
人
の
う
ち

に
は
、
例
の
日
野
氏
の
家
塾
に
通
ひ
て
『
枕
草
子
』
『
源
氏
物
語
』
の
講
義
を
聞

く
こ
と
流
行
せ
し
が
、
あ
る
日
、
日
野
氏
は
憤
然
と
し
て
一
同
に
向
ひ
、
近
来
何
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者
か
寓
葉
曜
の
歌
を
作
り
て
折
々
新
聞
に
出
す
も
の
あ
る
も
、
そ
も
そ
も
『
寓
葉
』

ー
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は
遠
き
世
の
私
集
に
し
て
、
中
に
は
漁
樵
田
夫
の
作
を
さ
ヘ
載
せ
た
れ
ば
、
構

成
の
勅
撰
集
の
風
雅
に
比
す
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
今
に
し
て
鑑
と
為
す

べ
き
に
あ
ら
ず
。
さ
で
も
世
に
不
心
得
な
る
者
も
あ
る
も
の
か
な
と
、
深
く
誠
め

ら
れ
し
ょ
し
、
た
ま
た
ま
聴
講
の
た
め
に
席
末
に
あ
り
し
世
が
妹
は
、
帰
り
来
た

り
て
ゆ
ゆ
し
げ
に
物
語
れ
り
。
(
略
)
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
三
点
。

①
明
治
三
十
二
年
四
月
に
つ
い
て
。
平
野
秀
吉
の
略
歴
を
み
れ
ば
8

、
「
明

治
三
十
二
年
三
月
に
富
山
県
立
第
三
中
学
校
教
諭
」
と
な
っ
て
い
る
(
詳
細
は
後

述
「
四
、
平
野
秀
吉
と
富
山
県
第
三
中
学
校
」
に
ゆ
ず
る
)
。
し
か
し
、
青
山
百

前
掲
4
bヲ
∞
也

I
S。

年
史
9

の
記
載
に
よ
る
と
、
平
野
秀
吉
は
明
治
廿
八
年
九
月
1
明
治
三
十
三
年
三

月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
津
八
一
は
明
治
廿
八
年
四
月
1
明
治
三
十
三
年
三
月
ま

で
在
学
し
て
お
り
、
平
野
秀
吉
と
会
津
八
一
は
同
時
期
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
ち
な
み
に
、
平
野
の
担
当
は
国
語
・
習
字
で
あ
っ
た
。

②
会
津
八
一
の
在
学
中
の
国
語
の
教
師
に
つ
い
て
。
国
語
を
教
え
て
い
た
職

員
を
挙
げ
れ
ば
、
平
野
秀
吉
を
含
め
、
次
の
九
名
と
な
る
。
遠
藤
国
次
郎
(
国
語
)

明
治
廿
五
年
六
月
j
明
治
廿
九
年
四
月
。
足
立
鍬
太
郎
(
国
語
)
明
治
廿
七
年
十

月
j
明
治
廿
八
年
八
月
。
西
脇
文
作
(
国
語
・
歴
史
・
習
字
)
明
治
廿
九
年
三
月

1
明
治
三
十
三
年
三
月
。
田
中
敏
治
(
国
語
)
明
治
廿
九
年
四
月
j
明
治
三
十
年

五
月
。
吉
川
純
三
郎
(
国
語
・
数
学
・
地
理
)
明
治
三
十
年
三
月
j
明
治
三
十
一

年
六
月
。
小
串
隆
(
国
語
)
明
治
三
十
年
七
月
1
明
治
三
十
五
年
十
一
月
。
山
本

栄
蔵
(
国
一
諮
問
・
習
字
)
明
治
三
十
一
年
十
一
月
1
明
治
三
十
二
年
九
月
。
藤
原
紫

朗
(
国
漢
・
習
字
)
明
治
三
十
二
年
九
月
j
明
治
三
十
四
年
四
月
。
前
述
の
と
お

り
、
中
学
五
年
の
会
津
八
一
が
「
国
語
教
科
書
の
『
日
本
文
事
小
史
』
の
作
例
に

あ
る
記
紀
高
葉
の
古
歌
に
感
動
」
し
、
『
略
解
』
や
『
古
義
』
に
興
味
・
関
心
を

に
わ

も
ち
、
俄
か
作
り
の
高
葉
学
者
な
る
位
、
影
響
を
与
え
た
「
国
語
の
教
師
」
は
明

治
三
十
二
年
四
月
1
明
治
三
十
三
年
三
月
に
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
乙
の
問
、
教

鞭
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
教
職
員
は
次
の
五
名
と
な
る
。
平
野
秀
吉
(
国
語
・
習

字
)
、
西
脇
又
作
(
国
語
・
歴
史
・
習
字
)
、
小
串
隆
(
国
語
)
、
山
本
栄
蔵
(
国
語
・

習
字
)
、
藤
原
紫
朗
(
国
漢
・
習
字
)
。
こ
の
う
ち
、
山
本
栄
蔵
(
国
語
・
習
字
)
、

藤
原
紫
朗
(
国
漢
・
習
字
)
は
そ
れ
ぞ
れ
半
年
だ
け
の
付
き
合
い
と
な
り
、
影
響

を
与
え
る
に
は
短
す
ぎ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
平
野
秀
吉
、
西
脇
又
作
、
小
串
隆
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新
潟
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立
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高
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学
校
『
青
山
百
年
史
』
新
潟
高
等
学
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創
立
百
周
年
記
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実
行

委
員
会
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の
三
名
に
絞
ら
れ
る
。
こ
の
三
名
の
中
で
、
「
万
葉
集
」
に
造
詣
が
深
い
の
は
だ

れ
か
。
平
野
秀
吉
は
「
明
治
三
十
一
年
か
れ
が
廿
五
才
の
時
、
江
戸
時
代
末
期
の

歌
人
鹿
持
雅
澄
の
「
万
葉
集
古
義
」
を
得
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
津
八
一
が
強

い
感
動
を
覚
え
る
前
に
、
『
古
義
』
を
精
読
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
続
き
の
文
章
で
、

「
良
寛
禅
師
の
逸
話
に
耳
慣
れ
居
た
り
し
が
、
禅
師
の
歌
と
し
て
聞
き
し
も
の
は
、

み
な
云
ひ
知
れ
ず
懐
か
し
き
響
き
あ
り
て
、
我
等
が
幼
時
教
へ
こ
ま
れ
し
小
倉
百

あ
や
し

人
一
首
の
類
と
は
、
い
た
く
調
子
の
異
れ
る
も
の
あ
る
を
、
か
ね
て
怪
み
居
た
り

し
に
、
こ
れ
ぞ
『
寓
葉
集
』
の
調
子
な
り
け
る
よ
と
、
初
め
て
悟
り
し
こ
と
も
深

き
歓
の
一
つ
な
り
き
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
良
寛
の
歌
は
万
葉
調
だ
っ
た
の
だ
と

感
嘆
し
て
い
る
。
良
寛
の
歌
を
学
び
、
万
葉
集
の
研
究
に
造
詣
が
深
い
平
野
秀
吉

の
外
に
あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

①
中
学
在
学
中
の
会
津
八
一
は
和
歌
よ
り
も
俳
句
に
興
昧
・
関
心
が
強
い
。

明
治
三
十
二
年
に
発
表
し
た
「
蛙
面
一
房
俳
話
」
「
を
か
し
記
」
は
い
ず
れ
も
、
俳

句
に
つ
い
て
の
論
評
で
あ
り
、
和
歌
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
叔
父
の
師

で
あ
る
日
野
資
徳
は
『
寓
葉
集
』
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
会
津

八
一
が
和
歌
よ
り
俳
句
に
傾
倒
し
て
い
た
の
は
自
明
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
和
歌
に
興
味
・
関
心
が
薄
か
っ
た
会
津
八
一
に
和
歌
の
す
、
ば
ら
し
さ

を
教
え
、
さ
ら
に
、
『
寓
葉
集
』
と
良
寛
さ
ま
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
中
学
校
五

学
級
の
「
国
語
の
教
師
」
で
あ
る
平
野
秀
吉
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
裏
付

け
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
様
の
見
解
を
示
し
た
記
載
が
あ
る
の
で
、
次
に
示
す
日
o

明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
)
、
新
潟
中
学
五
年
生
の
と
き
、
教
科
書
に
収
め

ら
れ
た
記
紀
万
葉
の
歌
の
な
に
が
し
か
を
読
ん
で
「
不
思
議
と
も
云
ひ
つ
べ
き
ほ

10 

伊
丹
末
雄
『
会
津
八
一
と
吉
野
秀
雄
』
青
簡
舎
h
c
H
Y匂・

8
(著
者
罫
線
引
)
。

ひ
も
と

ど
に
強
き
感
動
を
覚
え
」
(
『
鹿
嶋
集
』
)
、
『
万
葉
集
略
解
』
を
繕
き
、
新
潟
で
は

新
潟
高
等
女
学
校
(
現
在
・
県
立
新
潟
中
央
高
等
学
校
)
に
だ
け
あ
っ
た
『
万
葉

集
古
義
』
を
借
り
て
読
み
、
「
俄
か
作
り
の
万
葉
学
者
と
な
り
、
毎
週
教
場
に
て
、

国
語
教
師
に
向
ひ
て
、
質
問
戦
の
先
鋒
を
つ
と
む
る
を
柳
か
得
意
と
な
し
得
た
り
」

(
同
上
書
)
と
後
年
、
回
想
し
て
い
る
(
こ
の
「
国
語
の
教
師
」
の
一
人
が
『
良

寛
と
万
葉
集
」
の
著
者
、
故
平
野
秀
吉
氏
で
あ
る
)
。
(
略
)
。

さ
ら
に
、
前
述
の
著
者
は
、
「
会
津
八
一
に
、
俳
句
の
み
な
ら
ず
、
短
歌
の
素

養
が
は
や
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
次

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
日
。
「
『
東
北
日
報
』
明
治
三
十
四
年
(
一
九
O
一
)
一
月

二
十
日
号
の
歌
壇
に
『
白
水
郎
』
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
も
っ
て
、
初
め
て
作
品
十
首

が
公
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
『
白
水
郎
』
は
も
と
よ
り
『
万
葉
集
』
か
ら
の
名

で
あ
る
。
(
略
)
。
詞
書
か
ら
始
ま
っ
て
、
す
べ
て
を
『
万
葉
集
』
に
学
ぼ
う
と
努

め
て
い
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
津
八
一
は
明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
一
)
一

月
の
時
点
で
、
和
歌
に
興
味
・
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
裏
を
返
せ
ば
、

こ
れ
よ
り
前
は
、
和
歌
に
は
あ
ま
り
興
味
・
関
心
が
な
か
っ
た
と
も
云
え
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
)
か
ら
明
治
三
十
四
年
(
一
九
O
一)

に
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と
和
歌
を
学
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
会
津
八
一
は
、
明
治
三
十
九
年
九
月
十
二
日
か
ら
明

治
四
十
三
年
八
月
三
十
一
日
の
約
四
年
間
、
有
恒
学
舎
(
現
、
上
越
市
板
倉
区
針
)

に
勤
務
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
平
野
秀
吉
は
新
潟
県
高
田
師
範
学
校
教
諭
で
あ
っ

た
。
近
郷
に
い
な
が
ら
、
二
人
は
交
流
し
な
か
っ
た
の
、
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
、

二
人
は
交
流
を
重
ね
、
和
歌
や
俳
句
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
の
か
も
知

-53-
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れ
な
い
。
こ
の
約
四
年
間
に
つ
い
て
調
べ
が
進
む
と
、
平
野
秀
吉
と
会
津
八
一
の

関
係
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
手
は
じ
め
に
、
会
津
八
一
が
交
わ
し
た
書
簡
三
通
か
ら
、
「
高
田
」
の
地

名
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
を
抜
き
出
し
た
ロ
o

(
一
)
「
明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
七
月
九
日
(
消
印
七
月
九
日
)
越
後
針
村

東
京
師
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
牛
屋
横
楼
井
正
隆
宛
は
が
き

レ』
a
hリ

ン」

お
う
が

(
略
)
。
僕
は
一
昨
日
高
田
に
て
藤
の

F
Fを
一
脚
あ
が
な
い
帰
来
、
此
に
横
臥

あ

お

な

わ

は

ら

し
て
満
堂
の
蒼
縄
を
掃
っ
た
り
、
(
略
)

O

T

乙
「
明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
七
月
廿
四
日
(
消
印
七
月
廿
四
日
)
越
後

針
村
よ
り
東
京
師
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
牛
屋
横
楼
井
正
隆
宛
絵
は
が
き

(
春
日
山
林
泉
寺
)
ペ
ン
」

昨
日
あ
ま
り
体
屈
故
高
田
の
女
学
校
を
訪
問
致
し
候
と
こ
ろ
校
長
以
下
非
常
に

か
ん
た
い

|
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
s
t
i
l
l
-
-
Lド

h
仏
|
|
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-

款
待
に
て
大
満
足
致
し
、
七
八
時
間
あ
そ
び
当
番
製
造
の
午
餐
の
馳
走
を
も
受

け
か
え
り
候
。
帰
村
の
途
高
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
ヤ
マ
ト
新
聞
を
よ
み
に
し
、

は
か
ら
ず
石
倉
君
の
こ
と
出
で
居
る
に
一
驚
を
喫
し
候
。
同
君
も
ま
こ
と
に
御
気

の
毒
の
目
に
あ
は
る
る
人
と
存
じ
候
。

遠
く
春
日
山
の
方
を
望
め
ば

つ
み
上
げ
し
白
き
髄
ろ
か
雲
の
峯

(
三
)
「
明
治
四
十
二
年
(
一
九
O
九
)
三
月
三
日
越
後
針
村
よ
り

泉
町
式
場
盆
平
宛
封
書
毛
筆
」

中
蒲
原
郡
五

ロ
会
津
八

引)。

『
会
津
八
一
全
集

第
八
巻
』
中
央
公
論
社
い
∞
∞

NW3・
E
l
a
(著
者
罫
線

き
ゅ
，
っ
ゅ
う

(
略
)
。
し
か
る
に
近
来
拙
者
奮
友
に
て
高
田
町
に
来
た
り
、

作
印
刷
業
を
す
る
者
有
之
、
(
略
)
。

石
版
銅
板
の
制

n 

"̂' 

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
(
二
)
の
「
高
田
の
女
学
校
」
を
訪
問
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
田
の
女
学
校
は
今
の
新
潟
県
立
高
田
北
城
高
等
学
校
(
上
越
市
北
城
町
二
丁
目

八
番
地
一
号
)
で
、
当
時
は
現
在
と
同
じ
場
所
に
学
校
が
建
っ
て
い
た
目
。
ち
な

み
に
、
平
野
秀
吉
が
教
諭
を
務
め
る
高
田
師
範
学
校
と
「
高
田
の
女
学
校
」
は
道

を
は
さ
ん
で
三
百
メ
ー
ト
ル
と
離
れ
て
い
な
い
。
女
学
校
の
当
時
の
校
長
は
山
中

鉦
太
郎
と
い
い
、
二
代
目
で
、
明
治
三
十
九
年
十
一
月
j
大
正
八
年
五
月
の
十
二

年
六
ヶ
月
在
任
し
た
u
o

続
い
て
、
具
体
的
な
裏
付
け
は
不
明
で
あ
る
が
、
有
恒
学
舎
に
赴
任
し
た
経
緯

の
記
載
が
あ
る
の
で
、
次
に
示
す
日
o

-54-

道
人
は
明
治
三
十
九
年
七
月
、
二
十
六
歳
の
と
き
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業

し
た
。
九
月
に
招
か
れ
て
こ
の
学
校
ヘ
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
月
給
四
十
五

円
で
当
時
の
県
視
学
級
の
高
級
で
多
く
の
人
を
驚
か
せ
た
。
(
略
)
。
不
便
の
地
ヘ

赴
任
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
道
人
が
東
北
日
報
で
俳
句
の
選
者
を
し
て
い
た
頃
、

漢
詩
の
選
者
が
武
石
貞
松
で
、
貞
松
と
朴
斎
が
親
友
の
た
め
、
貞
松
が
英
語
教
師

と
し
て
道
人
を
朴
斎
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
東
北
日
報
が
同
人
を
頚
城

の
雪
に
埋
め
る
仲
介
と
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

日
新
潟
県
立
高
田
北
城
高
等
学
校
『
「
北
城
の
百
年
」

l
創
立
百
周
年
記
念
誌
|
』

県
立
高
田
北
城
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
h
c
c
H
b
・
8
。

M

前
掲

u
b・合同。

日
渡
辺
秀
英
『
曾
津
八
一
の
郷
像
』
新
潟
日
報
社
い
ミ

N
3・ω
お
lω
主。

新
潟



注
目
す
べ
き
は
、

た
け
い
し
て
い
し
よ
う

「
武
石
貞
松
」
と
い
う
名
で
あ
る
。

紹
介
文
を
次
に
示
す
凶
o

明
治
元
年
(
一
八
六
八
)
一
月
、
蒲
原
郡
長
呂
村
の
庄
屋
武
石
弘
六
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
幼
年
時
か
ら
長
岡
の
誠
意
塾
げ
で
高
橋
竹
之
助
(
竹
之
介
)
に

儒
学
を
学
び
、
塾
頭
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
仙
台
の
鹿
門
岡
千
仰
に
漢
詩
を
師
事

し
た
。
帰
郷
し
て
家
を
継
ぎ
、
そ
の
か
た
わ
ら
「
東
北
日
報
」
の
漢
詩
欄
の
選
者

を
務
め
、
俳
句
欄
を
担
当
し
て
い
た
会
津
八
一
と
知
り
合
っ
た
。
長
目
村
で
私
塾

修
斉
館
を
聞
き
、
勤
労
青
少
年
の
た
め
夜
学
教
育
を
行
っ
た
。
大
正
二
年
、
南
蒲

原
郡
会
で
は
南
蒲
原
郡
先
賢
伝
の
編
纂
を
決
定
し
、
郡
長
田
宮
従
義
は
そ
の
執
筆

を
貞
松
に
依
頼
し
た
。
大
正
十
二
年
六
月
『
南
蒲
原
郡
先
賢
伝
』
が
発
行
さ
れ
、

没
後
の
昭
和
九
年
六
月
に
『
南
蒲
原
郡
先
賢
伝
』
二
輯
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
、

耕
地
整
理
事
業
、
差
虫
病
の
救
済
、
与
板
橋
の
架
橋
運
動
な
ど
に
も
尽
力
し
た
。

昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
六
月
十
六
日
、
六
十
四
歳
で
没
し
た
。
著
者
は
ほ
か
に

『
国
会
議
員
大
竹
貫
一
伝
』
が
あ
る
。
彫
刻
家
、
武
石
弘
三
郎
は
弟
。

武
石
貞
松
と
増
村
朴
斎
の
関
係
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
に
期
待
す
る
。

四
、
平
野
秀
吉
と
富
山
県
第
三
中
学
校

平
野
秀
吉
が
勤
務
し
た
と
推
測
さ
れ
る
明
治
三
十
三
年
四
月
か
ら
三
十
四
年
三

月
の
一
年
間
を
前
後
す
る
、
富
山
県
第
三
中
学
校
の
動
向
に
つ
い
て
次
に
示
す
u
o

日
荒
木
常
能
『
越
佐
書
画
名
鑑
第
二
版
』
新
潟
県
美
術
商
組
合
い
C
O
M
b
・M
g

。

げ
長
岡
市
殿
町
に
あ
っ
た
塾
(
前
掲
戸
匂
-
N
印
吋
〔
高
橋
竹
介
よ
り
〕
)
。

日
富
山
県
立
魚
津
高
等
学
校
百
年
史
編
集
委
員
会
『
魚
津
高
校
百
年
史
』
富
山
県
立
魚

津
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
い

S
P宅
・
以
ー
ミ
(
著
者
罫
線
引
)
。

開
校
の
頃

O
新
入
生
は

1
3
0
名

富
山
県
第
三
中
学
校
の
創
設
は
、
勉
学
を
志
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ま
で
近
く
に

中
学
が
な
い
た
め
に
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
(
略
)
。
明
治
三
十
二
年
四
月

十
五
日
か
ら
三
日
間
か
け
て
行
わ
れ
た
入
学
試
験
に
は
、
一
年
生
の
志
願
者
の

1
0
8
名
と
、
他
校
か
ら
の
転
校
を
希
望
す
る
二
年
生
の
志
願
者
初
名
が
受
験
。

一
年
生
1
0
0
名
、
二
年
生

ω名
が
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。
(
略
)

0

0
全
町
を
あ
げ
て
祝
っ
た
開
校
式

初
代
校
長
に
は
、
富
山
県
工
芸
学
校
(
現
高
岡
工
芸
高
校
)
の
校
長
で
あ
る
石

井
祐
斎
四
が
着
任
し
た
。
明
治
三
十
二
年
五
月
一
日
、
仮
校
舎
で
の
開
校
式
の
様

子
を
富
山
日
報
(
現
北
日
本
新
聞
)
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
(
略
)
。

新
校
舎
の
建
設

に
し
ん

O
鯨
の
臭
気
に
耐
え
て

開
校
式
の
翌
五
月
二
日
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
た
が
、
生
徒
1
3
0
名
に
対
し
て

教
師
は
校
長
を
含
め
て
わ
ず
か

6
名
。
授
業
も
寺
子
屋
の
延
長
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
生
徒
の
年
齢
も
ま
ち
ま
ち
で
、
小
学
校
を
卒
業
し
た
、
ば
か
り
の
生
徒
に

混
じ
っ
て
ひ
げ
面
の
妻
帯
者
も
い
た
と
い
う
。
開
学
の
翌
明
治
三
十
三
年
四
月
に

は
臼
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
が
、
狭
い
仮
校
舎
に
は
収
容
で
き
ず
、
隣
地
に
あ
っ

た
鯨
倉
庫
を
借
り
て
改
造
し
、
第
一
学
年
の
教
室
に
あ
て
た
。
ま
た
、
新
旧
両
校

舎
の
問
の
約
二

O
O坪
(
約
六
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
借
り
て
運
動
場
と
し
た
。

し
か
し
、
身
欠
き
鯨
の
臭
気
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

O
第
三
中
学
か
ら
「
魚
中
」
ヘ

明
治
三
十
四
年
十
月
、
告
示
第
1
5
9
号
に
よ
り
、
富
山
県
第
三
中
学
校
は
「
富

-55-
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任
期
は
明
治
三
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
六
年
十
月
。
(
前
掲
凶
b
-
N
∞∞。〕



山
県
立
魚
津
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
以
後
、
「
魚
中
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
。
仮
校
舎
は
相
変
わ
ら
ず
手
狭
で
、
生
徒
た
ち
は
薄
暗
い
借
家
で
の
勉

強
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
(
略
)
。
当
時
の
富
山
日
報
が
「
こ
う
し
た
劣
悪
な

教
育
環
境
に
あ
っ
て
は
、
生
徒
の
努
力
の
不
振
も
致
し
方
な
い
こ
と
だ
が
、
富
山
・

高
岡
の
中
学
と
比
較
さ
れ
、
第
三
中
学
へ
の
進
学
を
し
ぶ
る
傾
向
が
世
間
に
見
ら

れ
た
」
と
書
い
た
よ
う
に
、
教
育
環
境
の
悪
さ
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
(
略
)
。

前
述
の
と
お
り
、
富
山
県
第
三
中
学
校
は
明
治
三
十
二
年
五
月
一
日
に
開
学
し

た
五
年
制
の
中
学
校
で
あ
る
加
。
明
治
三
十
二
年
五
月
二
日
の
授
業
開
始
時
に
は
、

生
徒
一
三

O
名
(
一
年
生
一

0
0名
、
二
年
生
三

O
名
)
が
在
籍
し
、
校
長
を
含

め
六
名
の
教
師
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
三
十
三
年
四
月
に
六
十
五
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
新
た
に
教
師
が
必
要
と
な
り
、
平
野
秀
吉
が
赴
任
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
開
学
問
も
な
い
た
め
、
校
舎
が
手
狭
で
、
か
つ
鯨
の
臭
気
が
強
い

等
の
環
境
が
あ
り
、
教
わ
る
方
も
教
え
る
方
も
苦
し
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
加
え
る
。
平
野
秀
吉
が
高
田
師
範
学
校
に
転
勤
し
た
の
は
明
治
三
十
四
年
四
月

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
教
育
環
境
の
悪
さ
が
転
勤
に
傾
く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

五
、
平
野
秀
吉
の
巻
小
学
校
時
代
(
思
師
)
に
つ
い
て

平
野
秀
吉
を
知
る
た
め
の
書
籍
と
し
て
「
平
野
秀
吉
」
(
巻
町
役
場
)
が
あ
る
を

こ
の
書
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
平
野
秀
吉
の
巻
小
学
校
時
代
の
先
生
に
つ
い
て
、

新
た
な
知
見
を
示
し
た
資
料
を
見
つ
け
た
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
。
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ま
ず
、
「
巻
町
双
書
第
十
七
巻

示
す
n
o

平
野
秀
吉
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

秀
吉
は
幼
少
の
頃
か
ら
、
神
童
と
言
わ
れ
た
。
明
治
十
二
年
六
月
五
日
、
巻
小

学
校
に
入
学
し
、
翌
年
六
月
か
ら
は
、
特
に
漢
文
を
萩
原
貞
と
井
上
幹
二
郎
に
、

歴
史
を
荻
原
貞
、
高
宮
重
継
に
教
え
を
受
け
た
。
荻
原
貞
は
も
と
長
岡
藩
士
で
巻

代
官
を
つ
と
め
、
巻
小
学
校
第
一
代
目
の
校
長
で
あ
り
、
(
略
)
。

前
述
の
荻
原
貞
は
、
既
に
巻
小
学
校
を
退
き
、

て
い
た
。
そ
れ
を
示
し
た
文
を
次
に
示
す
幻
o

貞
の
二
男
磐
根
が
教
鞭
を
執
っ

磐
根
は
(
明
治
)
十
二
年
四
月
廿
八
日
、
訓
導
補
(
首
席
教
員
)
と
し
て
勤
務

し
ま
す
。
十
五
年
七
月
廿
九
日
、
七
等
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。
十
六
年
八
月
廿

八
日
、
六
等
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
十
九
年
六
月
十
一
日
、
訓
導
兼

巻
小
学
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
廿
年
八
月
三
日
、
尋
常
科
巻
小
学
校
長
と
な
り
ま

す
。
廿
五
年
、
巻
尋
常
小
学
校
訓
導
兼
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。
廿
九
年
十
月
、

四
十
一
歳
で
休
職
退
職
し
ま
す
。
磐
根
は
休
職
退
職
す
る
ま
で
の
十
七
年
七
月
余

の
教
員
生
活
の
す
べ
て
を
巻
小
学
校
で
勤
務
し
ま
す
。
(
略
)
。
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平
野
秀
吉
は
明
治
十
二
年
六
月
五
日
に
巻
小
学
校
に
入
学
し
、
十
八
年
十
月
に

授
業
生
と
な
り
、
十
九
年
三
月
廿
六
日
に
卒
業
。
そ
の
後
、
廿
年
四
月
ま
で
の
一
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年
余
、
巻
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
μ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
荻
原
貞
で
は
な
く
、

二
男
磐
根
に
教
わ
り
、
さ
ら
に
、
卒
業
後
は
校
長
と
教
員
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

六
、
平
野
秀
吉
の
業
績
に
つ
い
て

平
野
秀
吉
が
著
し
た
出
版
物
に
つ
い
て
、
次
に
紹
介
す
る
お
。
出
版
年
限
は
表

参
照
。
(
一
)
「
実
用
日
本
文
典
」
(
明
治
廿
八
年
、
東
京
・
吉
川
弘
文
館
出
版
)
。

合
乙
「
国
語
声
音
学
」
(
明
治
三
十
五
年
、
東
京
・
国
光
社
出
版
)
。

(
三
)
「
綴
り
方
教
授
の
根
本
的
研
究
」
(
大
正
四
年
、
東
京
・
六
合
社
出
版
)
。

(
四
)
「
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
記
」
(
昭
和
二
年
、
東
京
・
斯
文
書
院
出
版
)
。

(
五
)
「
山
巌
歌
集
駒
草
」
(
昭
和
三
年
、
東
京
・
斯
文
書
院
出
版
)
。

(
六
)
「
唐
詩
選
全
釈
」
(
昭
和
四
年
、
東
洋
図
書
刊
行
会
出
版
)
。

(
七
)
「
山
山
獄
の
歌
高
嶺
い
ば
ら
」
(
昭
和
十
四
年
、
木
曜
会
出
版
)
。

(
八
)
未
刊
の
大
著
「
全
釈
万
葉
集
昭
和
略
解
」
(
未
刊
、
後
に
、
巻
町
双
書
と
し

て
出
版
。
第
廿
八
集
〔
昭
和
五
十
五
(
一
九
八

O
)
年
〕
、
第
廿
九
集
〔
昭

和
五
十
六
(
一
九
八
一
)
年
〕
、
第
三
十
一
集
〔
昭
和
五
十
八
(
一
九
八
五
)

年〕)。

(
九
)
「
良
寛
と
万
葉
集
」
(
昭
和
廿
二
年
、
文
理
書
院
出
版
)
。

七
、
平
野
秀
吉
が
関
係
し
た
建
造
物
に
つ
い
て

巻
町
(
現
、
新
潟
市
西
蒲
区
)
の
模
神
明
宮
に
、
「
村
社
横
神
明
宮
」
の
標
石
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が
あ
る

(図
6
)
。
こ
れ
は
大
正
八
(
一
九
一
九
)
年
に
、
平
野
秀
吉
が
揮
毛
し

た
も
の
で
、
現
在
も
存
在
す
る
(
図
7
、
8
)
。

図6.槙神明宮(正面)

図7.槙神明宮の標石(正面)
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図8.模神明宮の標石(脇)

図 6~8 は、

平成24年12月23日(日)
横田撮影。

八
、
結
び

平
野
秀
吉
の
勤
務
年
数
が
「
青
山
百
年
史
」
の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
お
、
「
平

野
秀
吉
の
略
歴
と
会
津
八
一
の
関
係
」
(
表
)
の
と
お
り
と
な
る
。
会
津
八
一
全

集
に
、
会
津
八
一
が
平
野
秀
吉
著
「
良
寛
と
万
葉
集
」
の
推
薦
文
が
掲
載
さ
れ
て

26 

同
9
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い
な
い
こ
と
も
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
会
津
八
一
と
平
野
秀
吉
の
関

係
が
歴
史
の
閣
に
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
会
津
八
一
の
人
間
形
成
を
た
ど
る
上
で

無
益
で
あ
る
。
表
に
示
し
た
と
お
り
、
平
野
秀
吉
が
新
潟
中
学
校
で
教
え
た
四
年

六
ヶ
月
の
間
(
一
年
級
の
途
中
か
ら
五
年
級
ま
で
)
、
会
津
八
一
と
共
に
過
ご
し
、

さ
ら
に
、
五
年
級
に
お
い
て
、
秀
吉
は
八
一
に
教
科
「
国
語
」
を
教
え
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
会
津
八
一
が
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
有
恒
学
舎
に
勤
務
し
、
や

が
て
早
稲
田
中
学
校
に
赴
任
す
る
ま
で
の
四
年
間
、
板
倉
町
(
現
上
越
市
板
倉
区

針
)
で
生
活
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
平
野
秀
吉
は
高
田
師
範
学
校
の
教
諭
で
あ
り

高
田
の
地
で
過
ご
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
野
秀
吉
と
会
津
八
一
は
八
年

六
ヶ
月
の
問
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ

れ
は
、
偶
然
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
必
然
性
は
存
在
し
得
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
も
し
偶
然
の
出
来
事
と
し
た
ら
、
あ
ま
り
に
も
出
来
過
ぎ
た
話
に
な

す
匂
。
今
後
、
平
野
秀
吉
の
関
係
者
等
か
ら
、
平
野
と
会
津
八
一
の
交
流
を
う
か
が
わ

せ
る
文
章
等
(
書
簡
)
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
二
者
の
関
係
も
明
ら
か
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
高
田
師
範
学
校
の
精
神
的
な
支
柱

で
あ
っ
た
平
野
秀
吉
の
教
育
哲
学
が
早
稲
田
大
学
に
伝
わ
り
、
優
れ
た
人
物
の
輩

出
に
貢
献
し
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
上
越
教
育
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
田
師
範

学
校
の
教
育
哲
学
が
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
後
記

こ
れ
は
、
平
成
廿
四
年
度
(
後
期
)
授
業
科
目
「
地
域
教
育
特
論
」
〔
川
村
知

行
教
授
〕
(
上
越
教
育
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
)
で
報
告
し
た
内
容
で
あ
る
。

平
野
秀
吉
が
写
し
、
後
に
「
秋
の
野
」
と
し
て
世
に
出
た
「
安
田
本
」
の
落
丁
部

分
が
、
「
竹
内
本
」
の
再
発
見
で
補
え
る
こ
と
(
平
成
廿
四
年
十
一
月
廿
四
日
(
土
)

の
読
売
新
聞
朝
刊
廿
六
頁
)
。
ま
た
、
平
野
秀
吉
の
憧
れ
の
教
師
は
「
新
保
西
水
」

で
あ
り
、
そ
の
子
「
新
保
寅
次
」
は
高
田
中
学
校
(
現
、
新
潟
県
立
高
田
高
等
学
校
)

に
勤
務
し
、
平
野
家
と
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
新
潟
県

立
三
条
高
等
学
校
校
歌
の
作
詞
者
が
平
野
秀
吉
で
あ
る
こ
と
等
、
平
野
秀
吉
が
郷

土
に
残
し
た
足
跡
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
素
材
は
沢
山
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
起
稿
に
際
し
、
川
村
知
行
教
授
、
村
山
和
夫
・
青
山
増
雄
両
先
生
方

よ
り
、
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
令
孫
岩
津
和
子
さ
ん
に
は
、
祖
父
と
の
思
い

出
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
著
者
・
一
T
九
五
九
|
O
四
一
二

新
潟
市
西
蒲
区
桑
山
三
一
六
〉
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表平野秀吉の略歴と会津八一の関係

西暦(号年)
平野秀吉 会津八一

年齢 事 I頁 年齢 事 項

1873年 (明治6年) 1歳 6月5日、西蒲原郡巻村290番地pに平野兵吉長男として生れる。

1875 8 3 弟亥作誕生。

1879 12 7 西蒲原郡巻小学校入学。

1881 14 9 1歳 8月1日、 新豪農潟市市島古家町の通ーり5番町14番戸に生まれる。父、 政次郎。母、 イク。父
は越後の豪 族、葛塚市島家を継いだ助次郎の三男。のち会津家の
養子となりイクと結婚。母は新潟市古町料亭会津屋の娘。三男四女あり。八一
は二男。

1885 18 13 西蒲原郡巻小学校授業生。 5 

1886 19 14 西蒲原郡巻小学校卒業。 6 

1887 20 15 巻小学校を退職、西蒲原郡図上村国上小学校授業生。 7 新潟市西堀小学校1学級に入学。

1888 21 16 西蒲原郡弥彦小学校授業生。 8 新潟市西堀小学校2学級となる。

1890 23 18 尋常科教員免許状受領。 10 新潟市西堀小学校4学級となる。

1891 24 19 西蒲「原つ郡れ灰づ方れ尋草常紙小1学校(現、燕市川前小学校の前身)副11導兼校長 (18歳)。歌 11 新潟両等小学校l年級に入る。
集 8巻」。

1892 25 20 
局等校習会科本受教科講員正。免教随許員想状免録受許領状「松。受風西領J蒲。1原東上郡京京内に日野お記尋いJ常て執小大筆学。日校本。教無育試会験の検1定により新制の小

12 新潟両等小学校2年級に入る。
学 ヶ月にわたる夏期
講 記J執筆。

1895 28 23 
尋学「実校常用授中日業学本嘱校文託、典。高J出版 (東尽吉川弘文館)。 文部省検責。定9試月験12合日格、、尋常師範学校、 15 新潟県尋常中学る校1年級に入学す。習字は高橋翠都に学ぶ。「自由新報Jに投書

等女学校の国語科教員免許状受領 新潟県立新潟中 して論戦した ことあり。問題は弓術に関するごと。

1896 29 24 前校助教諭。 16 新潟中学校2年級となる。

1897 30 25 水谷コトヂと結婚。新居は新潟市学校町通り2丁目。 17 新潟中学校3年級となる。上級生のクラス会雑誌た「芝ず蘭。Jに投書して存在を認め
らる。 7月下旬、急性脚気を病み、 10月まで腰立

1898 31 26 文許状部省検定試験合格、師範学校、尋常中学校、局等女学校の漢文科、習字科免 18 新潟中学付校属4出学)級。となる。 7月下学旬校、へ会短津艇サ部イ脱病会死願すL。その養子となりて相続す(7
受領。 月27日 9月、新潟中 、提出す (9月9日付)。

1899 32 27 2月10日、新潟中学校教諭。 19 早春葉より俳句を始む。 4月及、新び潟、中学校5年級となる。記紀万葉(古事記、日本書紀、

万 集)の古歌を読むに 強きiへ感尾動崎を紅覚葉ゆ来。 6、9、10、11月の紅「ほ葉ととぎ
杵すJに投句し掲載さる。 7月、新潟 る。面会す『東。のちに より鉄

という俳号を贈らる。来俳同り話月改下良「旬を座かよにしりて記講「J蛙演面と。房俳話Jを 北i宣日i釜報の』態に度連と載雄す弁。8月、坪内治i盤、新潟に それを傍聴し、
とに感動す。同月下旬、 『東北日報』に掲載。

1900 33 28 3月、富山県立第二中学校(現、富山県立魚津品等学校)教諭。長男秀夫誕生。 20 1月、友「蛙ー面と房神俳田話神」保を町『東北日報Jに下掲谷載根。岸新に潟正中岡学子を規卒を業訪。4月、牛東込京にに尾出崎づ紅。
兄、 に下宿。 6月、 う。
棄を訪うも不在。 7月、脚気を病み、新潟に帰る。

1901 34 29 新潟県高田師範学校教諭。作事町(現大手町)に住す。 21 何となく病身につき何をするともなく俳句に遊ぶ。『東北日報』と『新潟新聞』
との俳句選者となる。(略)。

1902 35 30 長女愛子誕生。「国語声音学J出版(東京 国光社)。 22 東(略京)， 4月、東尽専門学校高等予科第1期に入学。長谷川轍、阿倍邦太郎と共に、
史牛込区原町3丁目69番地、玉川温徳方に下宿。(略)。

1904 37 32 品目師範学校舎監兼任。富士登山。一男不一夫誕生。父兵吉死亡。 24 

1906 39 34 一女下校誕生。 26 7月15日、早稲田、新大潟学県文中学頚科城を郡卒板業倉。卒業論文「キーツの研究J，8月1日、帰省。
英(略語)， 9月12日 村の有恒学舎(現、県立有恒高等学校)に、
教師として東京より赴任。

1907 40 35 27 4月、、『新信潟州新柏聞原』のに俳ー句茶のの選跡者をとなる。 15月月92日日、よ直り江6日津、郊佐外渡郷へ津修の学和旅倉行楼す。(略)。
10月 訪う。 l に泊る。
22日、再び同地に泊る。

1908 41 36 白馬岳登山。 28 
2月夜、、一西、茶大頚直阪城筆着郡の。の「初六海め番岸て目に奈記修良」学を地旅発方行見を。す旅同。行月(略し、、)， 4丹、越後国分寺の五智如来をみる。5月 日本天文学会会員となる。(略)， 8月

4日 和歌20首を訪直ず江。津(略)。のち、帰大着阪。、
京都を経て、 14日、金沢にいたる。高向。伏木より海路直江 に出、針村に

9月4日、郷新津潟の市和大倉火楼のにた泊める、。 生家会津展薩災。 20日、妹、琴を針村によぶ。 10
月下旬、 11月、「花環につきて」を『新潟新聞Jに4団連載。

1909 42 37 奏任待遇。ニ女チヨ子誕生。 29 
1月、 「我が俳諮」直を江津『新に潟行新く聞』 に掲載。 3月、 俳調有催句恒す結学。社舎同、創破月立、璃14金『周高社年田をを新主記聞催念』す。3月29日、高田、 。4月10日、 11日、 し、

校内において新る行。の古「た俳俳め譜句、師を新狂募井歌る駅師ににのつ集書き合画て、展」[覧を会『を高開田催新す聞。』 の俳句選者とな に3回連 5月16日、
佐渡へ修学旅行 駅集合直江津へ。 24日、直江津載着。， 5泊6日の
予定が8月9日になる。夏、越後の燕に行く。

1910 43 38 30 2月、「地方的特色をして鮮明ならしめよ赤」倉を、 『高田新聞』に3団連載。 7月、日
中忠太とともに米山に登る。 8月下旬、 苗の瀧、芙蓉湖に遊ぶ。有↑亘学舎
を辞任。 9月l日、上京。早稲田中学校に英語教師として転任。(略)。

1911 44 39 ニ男多間誕生。秋より、現上越市西城町3丁目7番地(平野不一夫宅)。

1913 大正 2 41 長男秀夫死亡(字年14才)。 引用文献

1915 4 43 母ソチ死亡。年「綴謝り恩方表教彰授。の根本的研究J出版(東京 六合社)。同窓会校友会
小泉孝一『巻『会町津双書八第17集青第平山1野2百秀巻年』吉史』中』巻央新町公潟役論高場社等，，1199学7814校，，pp創pp.85立90-1百9-25周。07年。主催勤続十五
会津八 一全集

1916 5 44 四女幸子誕生。 新潟県立新潟高等学校『 記念実行委員
1919 8 47 高等官六等待遇。 会二，重19線92 :， p著p.8者6訂3-8正6。4 0 
1921 10 49 品等官五等待遇。依願退職。叙勲六等瑞宝章授与。新潟県品田師範学校授業嘱託。

1923 12 51 「万葉集全釈J第一次原稿脱稿。
1924 13 52 新潟県史跡名勝天然記念物調査委員。

1927 昭和 2 55 「日本アルプス登山案内記」出版(東京斯文書院)。

1928 3 56 「山巌歌集駒草J出版(東尽 斯文書院)。
1929 4 57 「唐詩選全釈j出版(東京 東洋図書刊行会)。

1933 8 61 還暦祝賀雨飾山登山。

1934 9 62 局に謝国恩師会範。学校授業嘱託依願退職。局回師範学校同窓生による胸像除幕式ならび

1939 14 67 「山森の歌局嶺いはsらJ出版(木曜会)。
1942 17 70 古希祝賀黒姫山登山。

1943 18 71 胸像供出。「全釈万葉集昭和略解」完稿。

1946 21 74 弟亥作死亡。門下生主催金婚式祝賀(品田市大町中学校体育館於)

1947 22 75 脳溢血Lて倒れ、同日死亡。「良寛と万葉集」出版(東京 文理書院)， 1良寛と
万葉集」出版記念講演会。

1948 23 妻コトヂ死亡。

1951 26 胸像再建除幕式。

1966 41 「良寛と万葉集」増補改訂版出版(文理書院)， 1良寛と万葉集J出版記念講演会。
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